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「フッティング」（ Goffman ,  1974）に加え、「スタンス」（ e .g . ,  Du  Bois ,2007）、「クロ
ッシング」（ e .g . ,  Rampton， 1995）等も新たに分析の視点に取り入れた。それらの概念
を用い、相互行為の多層的な局面で生起するメタ・コミュニケーションについて分析
を可能にする枠組みの基盤構築を試みた。     
次に、この枠組みを実際に症状当事者のメタ・コミュニケーション分析に応用した。
データには成人の ASD を持つ人と、ASD の診断を受けておらず、また自覚症状もない
成人（定型発達者）を対象とした二者間会話及び、その会話参与者に対するフォロー
アップインタビューを設定し、以下二つの談話分析を行った。    













I I :  ASD の症状のコミュニケーションへの表出の分析  
二つ目は ASD の具体的な症状のコミュニケーションへの表出について可視化を試み
る分析である。以下の会話の断片で、両者が話題としているのは、会話の収録が行われた
カフェの名称についてである。この場所への訪問が初めてで、 ASD の症状を持たない M
が、複数回来た経験のある ASD の症状のある C に対し質問を行っている。  
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［会話トランスク リ プト ］  
01 M:↑近本さん は こちらのキャット カ フェに  
02    いらっしゃ る のははじめて [です (か ) 
03  C:                    [あ , 
04    ↑もう ,二年 ぐ らい ,たっておりま す . 
05  M:↑ h あそう なん ですね . 
06    あの ,キャッ ト カフェって >すみま せ ん < 
07    今日最初 2 階 に最初に伺って  
08    [しまったん で すけれども  
09  C:[あはい  
10  M:あの :,ひょ っ ↑としてほんとに  
11    猫とかはい る ん [ですか . 
12  C:             [↑ねこは :>いま せ ん < 
13   (0.2) 
14 M:あいないん で すね ((こわばった 表 情 )) 
15 C:はい  
 
上記の会話において予想外の回答が C から示されたことに戸惑いを見せた M である
が、後続する会話では非言語行為やパラ言語も多用し、より明示的に相手に対し状況解
釈の手掛かりを呈示した。しかし C の応答は M にとって芳しいといえるものではなかっ
たために、 M はさらにあいづちを工夫するなどして C の発話を促した。だがここでも C
からは期待する行為は遂行されることはなく、話題の継続が困難となったことが推察さ
れた。両者の行為をより詳細に見ていったところ、 C に対する質問時、 M は手振りやジ
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合崎京子：「自閉症スペクトラムとスタンスの多層的ずれ ―初対面会話の事例分析を通し  
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